
つなげよう！地域の力！
～ちょこっと、つどう憩いの『わ』

社会福祉法人六踏園 地域交流センターまんまる

地域支援コーディネーター 大川内綾



自己紹介

女子短大英文科を卒業後、大手企業に就職 ＯＬとして6年勤務

その後結婚出産を経て、主人と一緒に天然酵母パンと自然食品の店を開業

クリスチャンとして教会の日曜学校の奉仕をしている中、ひとりの男の子との出会いに
よって児童養護施設に導かれる。

＜調布学園との出会い＞

 今から18年前、遊びボランティアとして調布学園と出会う

 フレンドホームとしても登録する

 翌年保育士国家資格取得

 ショートステイ部署でアルバイト

 非常勤職員として施設内保育担当や幼児寮の補助

 常勤職員として、幼児寮・学童寮・幼児低学年型グループホーム・ショートステイ部署
を担当

 社会福祉士国家資格取得

 2022年～地域支援コーディネーターとしてまんまるの運営管理を担当



法人概要
社会福祉法人

六踏園

児童養護

施設

母子生活

支援施設
保育園

2025年（令和7年）創立100周年を迎える

児童福祉に特化した法人



地域における
課題の状況

不登校 ひきこも
り

ひとり親

孤育て

里親ケア

ヤング
ケアラー

高齢者

DV・虐待

精神疾患
発達障害

養育困難

保護者
ケア

多子世帯

外国籍

経済的
困窮



地域交流センター

まんまる

2022年5月
運営開始

【まんまるの特徴】

日本財団子ども第三の居場所

コミュニティモデル拠点として

 社会福祉法人六踏園が運営

↓

 専門職が常駐

（有資格者・福祉課題の解決が可能）

↓

 予防・早期発見・支援

 社会福祉法人六踏園と地域をつなぐ場

 関係機関とのつながり

予防福祉に力を入れる



まんまるの
コンセプト

つなげよう！地域の力！
～ちょこっと、つどう憩いの『わ』

居場所
づくり

連 携

アウト
リーチ

ひとり
親家庭

アプローチ



居場所づくり



ひとり親家庭
アプローチ・
アウトリーチ

秘密のキッズプラス
キッズプラス利用：５世帯９人
お弁当配食：１２世帯２２食
利用料：無料

17：30 学童お迎え
18：00 夕食
18：30～お楽しみタイム
19：30～帰宅（自宅まで送迎）

対象：ひとり親家庭

★子ども家庭支援センター・スクールソーシャルワーカー・母子生活支援施設と連携★

食事提供

見守り

送迎

保護者
サポート



＜要支援・虐待防止等
相談機関＞

児童養護施設・ショートステイ

母子生活支援施設

まんまるを拠点に
みんなで子育て
➡予防福祉の充実

小学校・中学校・
特別支援学級

スクールソーシャルワーカー

放課後等デイサービス

デザイナー

社会福祉協議会
市民活動センター

子ども家庭支援センター

アドバイザー
大学の先生

民生委員



まんまるの
特徴・
取組みの効果

 学園の子も地域の子も、障がいがあってもなくても誰でも集える場

 子どもたちに多様な経験の保障

 親子で、特にお父さんも集える場

 大人も職員もリフレッシュできる場

 地域の方が主体となって、やりたいことができる場

 気軽に相談できる場

 児童養護施設に対する地域の理解促進

 人材確保

 虐待予防

子ども支援だけにとどまらず、施設・法人・地域全体で
支える関係づくり、予防福祉の実践に取り組んでいる。



広報・SNS



今後の
支援展開

 安定した運営体制の確保

 福祉課題（ひとり親家庭・保護者のケア・親子統合・里親・
不登校支援等）への対応

 ショートステイ事業との協業

 法人連携を深める

 地域の方々が主体となれる取り組み

 自立に向けた事業展開

さらに予防福祉の実践に取り組んでいく。



参 考

取り組み効果
★居場所づくり

編

アンケート回答より抜粋

【まんまるを利用して】
・大きく３点に分けられた。
  ①子どもにとってのメリット（楽しめる、おもちゃがある等）
  ②大人にとってのメリット(大人も楽しめる、ゆったり過ごせる、お父さんも利用できる等)
  ③環境（清潔感がある、落ち着いている、和やか、スタッフに対する評価等）

・中にはほぼ毎日利用することができる点を挙げ、育休中に欲しかったという記述もあった。

【やってみたいこと】
・イベントに関する記述のほか、「入所している子どもたちとの交流」「施設退所者の集い」 
「就学前の子供と小学生の子どもが一緒に」過ごす等が挙げられた。

【まんまるとは】
・子どものみならず、「親子で楽しめる」「リフレッシュできる」「安心して過ごせる」等、
大人にとってもプラスになっている記述が見られた。

・そのほか「第二の家のようなアットホームで子どもたちがいろいろな関りや経験をさせても
らえる素敵な場所」「外部の方が気軽にイベントを企画できるのもすごいこと」「人と交わ
れる落ち着く場所」「近所にある生きやすい場所」「これから子どもたちが大きくなっても
この存在に助けられるかなと思っています」「いろんな方との出会いの場所」「実家に頼れ
ない状況、友人に話せないことも話せたり、家族にとってありがたい場所」という記述が
あった。



参 考

取り組み効果
★ひとり親への
アプローチ編

アンケート回答より抜粋

【弁当配達を利用する理由】
・「経済的負担の軽減」「栄養バランスがよい」という理由のほか、回答者
の60％が「配達するスタッフと会えるから」を挙げていた。

・回答者の40％が受け取る際に困りごとを相談したことがあると回答した。

・また、自由記述では「スタッフさんとは相談こそしないものの直接お会い 
できる安心感があります」という回答があった。

★考察
・弁当配達では、（スタッフは）支援者・被支援者という関係性ではなく、
対等な立場・むしろ“保護者の応援団”という立場で関わっている。

・弁当配達を利用している理由について「配達するスタッフと会えるから」
を過半数が挙げていた点や、「受け取る際に困りごとを相談したことがあ
る」という回答が40％あった点から、一般的な弁当宅配との違いが浮き彫
りになったと考えられる。



参 考

取り組み効果
★ひとり親への
アプローチ編

アンケート回答より抜粋

★考察

 子どものみならず親にとってもプラスの変化をもたらしていた。

 とりわけ親に関しては、家事や仕事等に取り組む時間ができたほか、
精神的なゆとりをもたらしていた。

 週に一度の実践であるが、子と親の変化から、家庭支援につながっ
ていることが考えられる。

 課題として、利用回数の増加（緊急時の利用を含む）が挙げられる。



 ありがとうございました


	スライド 1: つなげよう！地域の力！～ちょこっと、つどう憩いの『わ』 
	スライド 2: 自己紹介
	スライド 3: 法人概要
	スライド 4: 地域における課題の状況
	スライド 5: 地域交流センターまんまる     2022年5月 運営開始
	スライド 6: まんまるの コンセプト
	スライド 7: 居場所づくり
	スライド 8: ひとり親家庭 アプローチ・ アウトリーチ
	スライド 9
	スライド 10: まんまるの 特徴・ 取組みの効果 
	スライド 11: 広報・SNS
	スライド 12: 今後の 支援展開
	スライド 13:  参 考  取り組み効果 ★居場所づくり編  アンケート回答より抜粋
	スライド 14: 参 考  取り組み効果 ★ひとり親への アプローチ編  アンケート回答より抜粋
	スライド 15: 参 考  取り組み効果 ★ひとり親への アプローチ編  アンケート回答より抜粋
	スライド 16

